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参考資料 

■㈱陽進堂の概況 

代 表 者：代表取締役社長 下村 健三 

所 在 地：富山県富山市婦中町萩島３６９７－８ 

設 立：１９６２年（創業：１９２９年） 

売 上 高：１８７億円（２０１２年度） 

従業員数：約５００名 

事業内容：医薬品原料及び医療用医薬品の研究開発・製造・販売 

 

■ルピンリミテッドの概況 

代 表 者：代表取締役会長 デシュ・バンドゥ・グプタ 

所 在 地：159, C.S.T. Road, Kalina, Santacrutz (East) Mumbai 400 098, India 

設 立：１９６８年 

売 上 高：９４,６１６百万ルピー（２０１２年度） 

従業員数：約１２,０００名 

事業内容：医薬品原料及び医療用医薬品の研究開発・製造・販売 

 

  
本件に関するお問い合わせ  

Mr. Shamsher Gorawara, 

Head Corporate Communications 

Lupin Limited  

Tel ：：：： +９１ ９８ ２０３３８５５５ 

Fax ：：：： +９１ ２２ ２６５２６８６７ 

 

株式会社陽進堂 

経営企画部 

Tel ：：：：０７６－４６５－７７７７ 

Fax ：：：：０７６－４６５－７７８０ 


